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    VS.

数学の大天才 世界最強の電卓
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ラマヌジャンとは？

インドの天才数学者。整数だけで構成され
た円周率πの公式（下の式）で有名（1985
年に1752万6200桁まで計算された）



まずMaximaで検証してる
無理数があったほうが計算が困難になって
おもしろいので、上の式で試してみる。

●Maximaでのテストプログラム
Y:0$
for i: 0 thru 50 do Y:Y+(4*i)!
*(1103+26390*i)/(4^i*99^i*i!)^4$
Y:Y*2*sqrt(2)/99^2$
Y:1/Y;



計算の困難性を確認

式を計算すると、この途方もない数字が必ず出てくるのだが結果は！



数値化してみると驚き

nを50にすると、400桁超まで計算ができてしまう。この式が恐
ろしいくらいの収束性を持つことがこの計算でわかる。また、
Maximaの定数%piがここまで正確なのは、別の意味でも驚き。



HP50gとは？

  Hewlet-Packardが誇るハ
ンディ数値計算コンピュー
タの最上位機種
CPU ARM9 75MHz
512KバイトRAM
数式エディタ
代数/逆ポーランド記法
行列/複素計算
2D/3Dのグラフ表示



ハイグレード電卓の世界
世界中のユーザーがプログラムを作成し、公開している。 http://www.hpcalc.org/



テストにあたっての条件
• HP50gの表示は12桁だが、妥協はせずにきっ
ちりと計算する。

• Maximaで試したのと同じく正直に大きなnの
値で計算する事に意義がある！

• 拡張ライブラリは封印し、デフォルトのまま
で計算の性能を試してみる。

• そうすれば「たかが電卓」の凄さがわかる！



確認して心配になった点

ARM9を搭載した世界でも有数の電卓メー
カーが出している現状では最高の機種なの
で、内部のソルバーが優秀なことは間違い
ないだろうが、問題は計算時間がどのくら
いになるのか、まったくわからない点。

では、試すしかない！！



数式の入力をする

式のとおりに入力して行く。



実際に計算を実行してみた

最終的なインライン入力式
INV(Σ(N=0;50;(4*N)!*(1103+26390*N)/
(4^N*99^N*N!)^4)*(2*√2/9801))

  ↓　ひたすら待つ……（約20分）
結果
3.14159265359

上限値：n=61。これ以上だと正確な数値は出
ない。

四捨五入が正常になされて
いて、精度と有効桁は考慮
されているのがわかる。



ちなみに……

国内メーカーの最上位機種である「CASIO 
fx-5800P」で同じ事をしてみたら……
[Math ERROR!]と表示された。
だが、nの数を徐々に減らしてみたら、n=7の
時点で「π」と表示した！（正確には、n=∞
で無い限りπと表示したら数学的には間違い
なのだが、それは置いといて）
侮りがたし！



結論

●表示の桁数に関係なく、電卓内
部では正直に計算している。
●メモリ容量の関係で限度こそあ
るが、その範囲では限界まで計
算できる！
●実用的な範囲では問題無し！



終了

ありがとうございました。ありがとうございました。

電卓万歳！電卓万歳！
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